認定調査結果を変更できないケース
以下の事項に基づいて認定調査の調査結果の一部修正を行うことはできない。ただし、 認定調査では得られなかった状況が特記事項又は医師意見書の内容（審査会における認定調査員及び医師の発言を含む。以下同じ。）等によって新たに明らかになった場合は必要に応じて変更を行うことができる。 

１）既に当初の一次判定の結果で勘案された心身の状況 

（１）認定調査の調査結果と一致する特記事項の内容 

特記事項の内容が認定調査の調査結果と一致し、特に新たな状況が明らかになっていない場合は、その内容に基づいて認定調査結果の一部修正を行うことはできない。

（２）認定調査結果と一致する医師意見書の内容 

医師意見書の内容が認定調査の調査結果と一致し、特に新たな状況が明らかになっていない場合は、その内容に基づいて認定調査結果の一部修正を行うことはできない。

２）根拠のない事項 

（１）特記事項又は医師意見書に基づかない審査対象者の状況 

特記事項又は医師意見書の内容に特に記載がない場合は、記載されていない内容に基づいて認定調査結果の一部修正を行うことはできない。 
二次判定で変更できないケース
以下の事項に基づいて一次判定の結果の変更を行うことはできない。ただし、特記事項又は医師意見書の内容に基づいて介護に要する時間が延長又は短縮していると判断される場合は一次判定の結果の変更を行うことができる。
１）既に当初の一次判定の結果で勘案された心身の状況 

（１）認定調査の調査結果と一致する特記事項の内容
特記事項の内容が認定調査の調査結果と一致し、特に新たな状況が明らかになっていない場合は、その内容に基づいて一次判定の結果の変更を行うことはできない。 

（２）認定調査結果と一致する医師意見書の内容 

医師意見書の内容が認定調査の調査結果と一致し、特に新たな状況が明らかになっていない場合は、その内容に基づいて一次判定の結果の変更を行うことはできない。

２）根拠のない変更 

（１）特記事項又は医師意見書に基づかない審査対象者の状況 

特記事項又は医師意見書に特に記載されていない状況を理由として一次判定の結果の変更を行うことはできない。

３）介護に要する時間とは直接的に関係しない事項 

（１）年齢 

審査対象者の年齢を理由として一次判定の結果の変更を行うことはできない。 

（２）行為に要する時間 

ある行為について時間がかかっていることを理由として一次判定の結果の変更を行うことはできない。
　　　　ただし、その行為に関し、特記事項又は医師意見書に記載されている内容に基づき、実際に受けている支援の具体的内容から心身の状況を判断すると、介護に要する時間が延長又は短縮していると判断される場合は変更を行うことができる。
４）心身の状況以外の状況 

　　障害程度区分は、障害者の心身の状態を総合的に表す区分（法第４条第４項）であり、その判定に当たっては、下記の（１）～（４）のような心身の状況以外の状況については、考慮事項とはならない。なお、これらの事項は、障害程度区分認定後、支給決定の段階において、障害程度区分とともに、サービス量等について検討する際に勘案されることとなる。

（１）施設入所・在宅の別、住宅環境、家族介護者の有無
施設入所しているか又は在宅であるか、審査対象者の住宅環境、家族介護者の有無を理由として一次判定の結果の変更を行うことはできない。
ただし、特記事項又は医師意見書に記載されている内容に基づき、居住環境や介護者の状況の変化に伴い本人の心身の状況に大きな変化が生じることが予測され、介護に要する時間が延長又は短縮すると判断される場合は変更を行うことができる。
（２）抽象的な介護の必要性 

特記事項又は医師意見書に、「介護の必要性が高い」等の抽象的な介護の必要性に関する記載のみがあり、具体的な状況に関する記載がない場合は、その内容を理由として一次判定の結果の変更を行うことはできない。

（３）審査対象者の希望 

特記事項又は医師意見書に、「本人は介護給付を希望している」等の記載があることを理由として一次判定の結果の変更を行うことはできない。 

（４）現に受けているサービス 

　　　　特記事項又は医師意見書に、「現に介護サービスを受けている」等の記　　

　　　載があることを理由として一次判定の結果の変更を行うことはできない。

【別紙２】
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